










 

第 37 回全日本バウンドテニス選手権大会について（変更点） 

 

   １． 開会式、開始式の時間短縮 

(1) 競技、審判上の注意、総務からのお願いを省略し、運営委員長が変更点など、 

   注意事項のみ説明する 

(2) 準備運動を省略する 

      ※ 以上約２０分（開会式６０分が４０分に）の短縮 

        

   ２． 実施要項、プログラムへの記載事項追加、変更（指導委員会各部会での協議結果） 

(1) 促進ルールの適用範囲および適用時間と消化ゲーム数を変更する 

  ① シニアの部は適用除外とする旨記載する。 

  ② フリーの部、ミドルの部は、９ゲームマッチであるため促進ルールを継続し、 

    従来の３ゲーム終了１５分、６ゲーム終了３０分を、３ゲーム終了２０分、６ゲー 

    ム終了４０分と変更する。 

  ※ 適用試合を減らすことにより、試合中断による選手のコンディション悪化、本部 

     への連絡と審判員増員など手続きによるロスタイムの短縮、主審の精神的負    

     担を軽減することができる。 

      (2) 選手の着用ウエアについて 

  ① 「(6)参加選手は、全日本選手権大会にふさわしいスポーツウエアで出場する 

      こと。街着Ｔシャツの着用や、タオル等でのバンダナ代用についてはご配 

      慮ください。」と記載した。 

  ※２日目開始式にて「ふさわしくない」具体例を挙げて協力を依頼する。 

   来年は、「襟付きのポロシャツがベスト、スポーツＴシャツも可、街着Ｔシャツの着 

   用や、タオルでバンダナの代用についてはご遠慮ください。」 

    と進めていきたいので次回から皆様にご協力をしていただくことになると思い 

    ますので、対応のほどよろしくお願いいたします。」 

  ② 段階を追って「ウエア規定」を設け、詳細を決めていくにあたって現状を把

握するため、次の大会でほぼ全選手を撮影し、着用ウエアのデータを取る。 

(3) 観戦者を含めたマナー向上について 

   ① (5)参加選手および観戦者は、フェアプレイ精神を尊重し、コーチング、審判へ 

     の暴言、中傷は厳に慎むこと。 

      と要項に記載した。 

② コーチング、応援、声援の違いに認識不足があるため、主な例を各県 

     協会に配付、ホームページ上にも掲載する。  

 



 

３． サブアリーナを練習コート、ウォームアップスペースとして実験的に使用する。 

 

■ 立案の背景 

(1) 多くの競技スポーツでは，大きな大会になれば、ウォーミングアップスペー 

  ス（練習コート含む）が確保されている。 

(2) 全日本バウンドテニス選手権大会では、試合直前の１分間の練習および、   

 「各自準備運動を行うこと」としているが、場所も時間も不十分な環境しか 

  提供できていない。 

(3) 以前より選手からの要望がある。 

 「５分でも良いから、練習コートを用意して欲しい。」 

「ストレッチやランニングなどウォームアップできるスペースを作って欲しい」 

(4) 是正すべき、選手が現在利用している方法 

① 3Ｆ通路などで注意されるまで、走ったり、ストレッチしたりしている。 

② １Ｆトイレ前のスペースでストレッチ、素振り 

③ 狭いが２Ｆ観客席後方の通路 

④ 東京体育館の外で壁打ち 

⑤ 何もしていない 

 

■ 対応策 

(1) 武蔵野の森総合スポーツセンターでの第 37 回全日本バウンドテニス選手権  

  大会で実験的に行う。 

① 本部協会予備コート６面、2 面はヤクルト商事からのサンプル貸与によりサブ

アリーナに 8 コート設営する。 

② 設営はメインアリーナを優先し、設営責任者である審判委員長の判断により、 

サブアリーナの設営を開始する。 

(2) 第 38 回大会では、運営の課題を解消して行い、第 39 回大会（東京 

  体育館の使用を見込む）での活用について検討する。 

① 東京体育館のサブアリーナは、35m×38m のスペースで、最大１０面設営でき

る。   

 

 

 

 

 

 



■ 運営方法（予定） 

(1) 共通 

① サブアリーナでの練習時間は、１回５分間とする。 

② 予約表（次ページ参照）に記入し、コート脇で待機する。 

③ アナウンスにより練習開始、終了する。 

④ 敗者は原則として使用できない。 

⑤ コートに空きがある場合は、複数回練習してもかまわないが、都度予約表に 

  記入すること。 

⑥ メインアリーナでの試合への遅刻、および欠場扱いなどについては、すべて 

  選手の自己責任とする。 

⑦ 棄権、コート変更など、試合順の繰り上がりによる呼び出しは行う。 

⑧ 競技本部からの問い合わせに関連する呼び出しは行う。 

 

(2) ダブルスの部 

① 第１～第３試合の選手は、試合コートに待機 

  ・試合コートでの直前練習時間を５分間とする。 

② 第４試合からの出場選手はサブアリーナでの練習を可とする。 

  ・試合コートでの直前練習時間は、従来どおり１分間とする。 

③ １コート４名までの使用とする。 

 

(3) シングルスの部 

① 第１～第３試合の選手は、試合コートに待機 

  ・試合コートでの直前練習時間を３分間とする。 

② 第４試合からの出場選手はサブアリーナでの練習を可とする。 

  ・試合コートでの直前練習時間は、従来どおり１分間とする。 

③ １コート３名までの使用とする。 



新宿からのアクセスについて

• 御注意

（１） 新宿駅でのＪＲから京王線乗り換えは、 【西口】もしくは 【中央西口】を

ご利用ください。

（２） 行き先の御注意
① 高尾山口、京王八王子、高幡不動行きにご乗車ください。
② 大会会場最寄りの飛田給駅は、各駅停車しか停まりません。

新宿駅から特急・準特急・急行などにご乗車になって、調布駅で
上記①方面行きの各駅停車にお乗り換えください。

② 京王八王子行き、橋本行きなどにご乗車の方も、調布駅もしくは
つつじヶ丘駅にて上記①方面行きの各駅停車にお乗換えください。

・参考

（１） 選手の方

・７月４日（木）
① 9:39 新宿発/特急・高尾山口行き

10:01  調布駅にて各駅停車京王八王子行きに乗り換え
10:05  飛田給駅着

② 9:48 新宿発/急行・京王多摩センター行き
10:05  つつじヶ丘駅にて各駅停車高尾山口行きに乗り換え
10:15  飛田給駅着

・７月５日（金）

③ 7:32 新宿発/各駅停車高幡不動行き
8:13  飛田給駅着

④ 7:47 新宿発/特急・京王八王子行き
8:10  調布駅にて各駅停車高幡不動行きに乗り換え

8:13  飛田給駅着



飛田給駅からの経路案内

① 飛田給駅改札を出たら右へ

② 突き当りを右方向へ下りる

③ ロータリーを右回りにバス通りに
出る

④ 右側の歩道を直進



⑥ 選手は左方向へ

④ 階段を上る

⑤ 直進し甲州街道の上を渡り、
正面ガラス張りのメインアリーナ
方向へ



⑦ 直進

⑧ 直進

⑨ 直進



⑨ 入口にて開場待機
１０：３０頃予定

❶ 入場後受付通過
❷ 各都道府県別の観覧席に荷物を置く。貴重品は各自管理
❸ １５分後に整列するため急ぎ１階エントランスホールへ集合

※１１：００選手入場行進開始ですので、ご協力よろしくお願いいたします。




































